
前橋工科大学東門

カメラ端末

実証実験のお知らせ

株式会社両毛システムズでは、バス停周辺の乗客情報（混雑状況など）を可視化するため、
設置したカメラ端末で撮影している映像を利用しています。
本実証実験では、設置されたカメラ端末から映像を取得し、乗客情報をバス運行管理者へ通

知します。実際にバス停の状況を目視で確認することに比べ、リアルタイムで通知される乗客
情報の正確性、有効性を検証します。
本実証実験から利用者様のバス乗り逃しやバス待ち時間の短縮などが期待されています。
なお、本実証実験において、全ての運用・データ管理は株式会社両毛システムズが行います。

本実証実験で使用するデータは、株式会社両毛システムズと永井運輸株式会社と公立大学法人
前橋工科大学のみでの活用であり、他社へ提供することはございません。

本件に関するお問い合わせ先
Contact information for demonstration experiments

株式会社両毛システムズ 組込事業部 TEL0276-50-2030 mail:embedded@ryomo.co.jp

バス停利用者 各位

Announcement of Demonstration Experiment

“Analysis for visualizing passenger information around bus stops will be conducted”

「バス停周辺の乗客情報を可視化するための分析を実施します」

データ取得から利用の流れについて撮影内容、撮影場所について

実証実験期間： 2022年2月14日(月)～21日(月)
データ取得エリア ： 前橋工科大学前バス停周辺
データ保管方法：実証実験専用のクラウド環境に保存
データ保管期間：2022年3月31日迄

・映像から取得・加工・推定・分析を予定している
データ

【取得】前橋工科大学前バス停周辺
【加工】取得した映像データから生成するバス利用

者さま人数情報
【推定】バス待ち乗客数
【分析】バス停周辺の移動・滞留状況

2022年2月8日
株式会社両毛システムズ


